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論文内容の要旨
連続醗酵が回分醗酵に比して工業的プロセスとして数多くの利点を有していることはよく知られて
いる。しかし、特有の生物学的問題ならびに装置上の制約によってその実施が限られたものになって
いる。特に非増殖連動型酸酵では多段槽列を用いた流系が必要とされている。
本研究は以上の背景に立ち、工業的に使用しうる多段醗酵槽の開発を目的とし、従来、醗酵工学的
に顧りみられなかった多孔板段塔を対象にとりあげた。
本研究のポイントは次の如く要約される。
第一は本装置の塔底に培養液、空気を供給し気液並流系として操作した時、塔内の段槽が液混合に
関して可及的に独立である条件を槽列モデルを適用しつつ装置構造、液物性、通気量に特に注目して
検討した。その結果、多孔板孔径を 2 mm以下とするか、孔径 2mm以上の場合は孔通過空気線速度
Vp ~三 5 m / sec となる操作条件を設定すべきことを明らかにした。これは気液並流系の多孔板段塔
が多段槽としての機能を発揮するための工学的基礎を与えたものである。
第二は多孔板で仕切った段槽聞の液ならびに菌体の流動を定量的に表現するため、逆混合係数 α の
概念を導入し、流動特性の予測を可能とした。これに関連して実際に連続醗酵をおこなった場合、培
養液の段槽聞の移動が泡によっておこなわれる部分が多い事実から、連続醗酵定常状態を予測するに
は泡の菌体吸着補正係数β を考慮すべきことを提唱した。
第三には、これらの基礎的結果にもとづき酵母、細菌を用いて連続培養をおこない、段塔内の各段
槽に菌令の分布が培養液の流れ方向に生ずることを菌体中の RNA を分析して証明し、この装置のも
つ培養工学的侍性を説明した。
さらに、酸素移動容量係数 kLaの測定により好気醗酵槽としての機能を知るとともに、この装置の
経済性について圧力損失、所要動力などから考察した。
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これらは直径 7 cm、 14.5cmの段塔について見出された結果である。
以上のごとく、本装置の設計，運転，応用上考慮すべき要因などの基本的事項を明らかにした。
論文の審査結果の要旨
本論文は多段醗酵槽としての気液並流型多孔板段塔の着想、から出発し、その開発を目途としての一
連の研究であって、装置の構造、液物性および操作条件などの諸関係について基礎的に検討を行ない、
実用化に必要な諸元を確立したものである。とくに詳細な通気効果の調査および実際の好気的連続培
養の観察を基礎として定常状態式の修正式を設定し、さらに経済性の検討を行っているが、醗酵装置
としての諸特性は将来、大量培養装置としてのみならず、醗酵プロセス研究用装置としても重要で、あ
ることを指示しており、醗酵工学上貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あ
るものと言忍める。
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